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先
日
、
子
供
が
通
っ
て
い
る
小
学
校
の
講
演
会
で
聞

い
た
内
容
を
少
し
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
現
在
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
何
が
起
き
て
い

る
か
！
で
子
供
達
が
現
在
ど
の
様
に
ネ
ッ
ト
を
使
い
、

ネ
ッ
ト
で
何
を
や
っ
て
、
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
他
人
と
ど

う
関
わ
り
、
何
を
考
え
求
め
て
い
る
の
か
？
そ
し
て
そ

の
先
に
あ
る
ネ
ッ
ト
の
怖
さ
を
事
例
を
上
げ
て
話
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
小
学
生
の
４
年
生
以
上
で
は
９
割
以
上
の
子

供
が
ネ
ッ
ト
に
繋
が
る
何
ら
か
の
機
器
（
パ
ソ
コ
ン
・

ス
マ
ホ
・
ゲ
ー
ム
機
等
）
を
持
っ
て
い
る
、
又
は
自
由

に
操
作
出
来
る
環
境
下
に
あ
る
と
の
事
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
使
用
す
る
時
間
も
平
日
で
２
時

間
以
上
、
休
日
で
５
時
間
以
上
あ
る
子
供
も
お
り
、
内

容
は
ゲ
ー
ム
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
す
が
、
こ
こ
で
友
達
同
士
で

繋
が
る
だ
け
で
な
く
全
く
知
ら
な
い
ネ
ッ
ト
で
知
り

合
っ
た
人
と
繋
が
り
が
出
来
て
き
ま
す
。

　

当
然
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
全
て
の
人
が
怪
し
い
理

由
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ネ
ッ
ト
で
や
り
取
り
し
た
写

真
に
映
っ
た
景
色
と
写
真
の
位
置
情
報
か
ら
場
所
を
特

定
さ
れ
、
写
真
を
受
け
取
っ
た
人
が
あ
る
日
突
然
姿
を

現
す
事
も
あ
る
様
で
す
。
想
像
す
る
と
怖
い
話
で
は
あ

り
ま
す
が
、
ネ
ッ
ト
の
怖
さ
は
こ
こ
か
ら
で
も
し
こ
の
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写
真
が
ど
こ
か
の
サ
イ
ト
に
投
稿
さ
れ
て
公
開
さ
れ
て

し
ま
う
と
全
く
の
何
の
接
点
も
な
い
人
が
あ
る
日
突
然

現
れ
る
事
に
も
繋
が
り
ま
す
。
つ
ま
り
犯
罪
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
な
る
可
能
性
も
出
て
き
ま
す
。

　

公
開
さ
れ
た
写
真
は
削
除
が
ほ
ぼ
不
可
能
で
何
年

経
っ
て
も
ネ
ッ
ト
の
中
に
留
ま
り
続
け
ま
す
。

　

そ
し
て
ネ
ッ
ト
の
怖
さ
に
は
ま
だ
先
が
あ
り
ま
す
。

写
真
だ
け
が
留
ま
り
続
け
る
の
で
は
な
く
そ
の
写
真
に

纏
わ
る
事
柄
や
場
合
に
よ
っ
て
は
人
名
も
一
緒
に
残
り

ま
す
。

　

今
時
の
企
業
の
採
用
担
当
者
は
ネ
ッ
ト
で
採
用
候
補

者
の
名
前
を
調
べ
る
ら
し
い
の
で
す
が
、
こ
こ
で
過
去

に
あ
っ
た
そ
の
人
物
の
悪
い
内
容
が
見
つ
か
っ
た
場
合

採
用
を
し
な
い
と
考
え
て
い
る
企
業
も
多
い
様
で
す
。

学
生
時
代
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
し
た
悪
ふ
ざ
け
の
写
真

や
、
良
か
ら
ぬ
思
想
の
文
章
が
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
足

枷
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
事
で
す
。
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
・
ツ
イ
ッ
タ
ー
・LIN

E

・
チ
ャ
ッ
ト
・
・
・

皆
さ
ん
、
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
！
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０
１
５
年
８
月　

Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｘ
Ｙ
）
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ら
民
間
企
業
に
立
て
直
し

の
使
命
を
受
け
着
任
さ
れ
、

再
建
達
成
に
至
る
ま
で
の

失
敗
談
、
苦
労
話
を
織
り
交

ぜ
Ｃ
Ｓ
＝
Ｅ
Ｓ
、
サ
ー
ビ
ス

業
界
に
お
い
て
は
他
社
を

圧
倒
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の

創
造
が
重
要
だ
と
持
論
を
展
開
、
お
客
様
か
ら
『
あ
り

が
と
う
』
を
言
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
企
業
の
生
き
残
っ

て
い
く
キ
ー
ワ
ー

ド
で
あ
る
と
述
べ

ら
れ
締
め
括
ら
れ

た
。（
政
経
レ
ポ
ー

ト
第
１
２
６
２
号

に
掲
載
）

　

本
講
演
会
は
鳥

取
青
色
申
告
会
・

鳥
取
間
税
会
の
共

催
、
公
益
事
業
と

し
て
新
聞
・
チ
ラ

シ
・
Ｈ
Ｐ
に
よ
り

一
般
の
方
へ
も
呼

び
か
け
、80
名
（
内

一
般
17
名
）
の
来

場
者
と
な
り
ま
し

た
。

写
真
が
ど
こ
か
の
サ
イ
ト
に
投
稿
さ
れ
て
公
開
さ
れ
て

し
ま
う
と
全
く
の
何
の
接
点
も
な
い
人
が
あ
る
日
突
然

現
れ
る
事
に
も
繋
が
り
ま
す
。
つ
ま
り
犯
罪
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
な
る
可
能
性
も
出
て
き
ま
す
。

　

公
開
さ
れ
た
写
真
は
削
除
が
ほ
ぼ
不
可
能
で
何
年

経
っ
て
も
ネ
ッ
ト
の
中
に
留
ま
り
続
け
ま
す
。

　

そ
し
て
ネ
ッ
ト
の
怖
さ
に
は
ま
だ
先
が
あ
り
ま
す
。

写
真
だ
け
が
留
ま
り
続
け
る
の
で
は
な
く
そ
の
写
真
に

纏
わ
る
事
柄
や
場
合
に
よ
っ
て
は
人
名
も
一
緒
に
残
り

ま
す
。

　

今
時
の
企
業
の
採
用
担
当
者
は
ネ
ッ
ト
で
採
用
候
補

者
の
名
前
を
調
べ
る
ら
し
い
の
で
す
が
、
こ
こ
で
過
去

に
あ
っ
た
そ
の
人
物
の
悪
い
内
容
が
見
つ
か
っ
た
場
合

採
用
を
し
な
い
と
考
え
て
い
る
企
業
も
多
い
様
で
す
。

学
生
時
代
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
し
た
悪
ふ
ざ
け
の
写
真

や
、
良
か
ら
ぬ
思
想
の
文
章
が
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
足

枷
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
事
で
す
。
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
・
ツ
イ
ッ
タ
ー
・LIN
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・
チ
ャ
ッ
ト
・
・
・

皆
さ
ん
、
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
！

 

（
２
０
１
５
年
８
月　

Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｘ
Ｙ
）

第
４
回 

定
時
総
会・記
念
講
演
会
開
催

　

第
４
回
定
時
総
会
を 

５
月
28
日
（
木
）
と
り
ぎ

ん
文
化
会
館
に
て
ご
来
賓
９
名
・
正
会
員
90
名
・

賛
助
会
員
30
名
の
出
席
の
も
と
開
催
。　

　

藤
本
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
事
務
局
長
よ
り

定
足
数
報
告

を
行
な
い
本

総
会
の
成
立
を
報
告
。
つ
づ
い
て
、
来
賓
の
方
々

か
ら
の
祝
辞
を
繰
り
上
げ
鳥
取
県
副
知
事 

林 

昭
男

様
、
鳥
取
市
副
市
長 

羽
場
恭
一
様
、
鳥
取
税
務
署

長
多
賀
社 

安
夫
様
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
い
た
後
、
議

案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。  

　

藤
本
会
長
が
議
長
を
務
め
、
平
成
26
年
度
決
算

承
認
お
よ
び
役
員
改
選
案
承
認
の
以
上
２
議
案
が

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
平
成
27
年
度
事

業
計
画
と
収
支
予
算
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
承
認

事
項
で
あ
り
本
総
会
に
お
い
て
報
告
事
項
と
し
て

事
務
局
長
が
説
明
を
行
な
っ
た
。 

　

続
い
て
退
任
理
事 
５
名
、
会
員
増
強
功
労
者 

１

名
、
福
利
厚
生
制
度
の
成
績
優
秀
者 

４
名
・
租
税

教
室
講
師
10
名
に
感
謝
状
及
び
記
念
品
の
贈
呈
が

あ
り
、
総
会
は
滞
り
な
く
終
了
致
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
記
念
講
演
会
は
、
株
式
会
社
は
と
バ

ス
元
社
長 

宮
端
清
次
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
は

と
バ
ス
再
建
か
ら
得
た
教
訓
」
～
私
の
実
践
的
企

業
経
営
論
～
と
題
し
て
行
わ
れ
た
。
都
庁
幹
部
か

開会挨拶
藤本英興　会長

平
成
27
年
５
月
28
日（
木
）と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
第
一
会
議
室

来賓祝辞
林 昭男　副知事

講師 宮端清次氏による講演風景
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退任理事に対しての感謝状

中井 史生 様
（青年部会 社会貢献委員長）

加藤 寛 様
（青年部会 会員委員長）

松村 将史 様
（青年部会 総務委員長）

谷本 光正 様
（㈱谷本酒店）

辰己 泰彦 様
（㈱ドゥーベスト保険事務所）

会員増強に対しての感謝状

「租税教室」講師に感謝状

（会員獲得５社以上の方々）

福利厚生制度に対しての感謝状

西垣 勲 様
（東洋交通施設㈱）

前田 清介 様
（㈱因州屋 鳥取支店）

田島 大介 様
（青年部会 社会貢献副委員長）

西垣 由喜恵 様
（女性部会 副部会長）

諸吉 稔 様
（㈱ティエスピー）

出口 敦教 様
（青年部会 部会長）

辰己 泰彦 様
（青年部会 副部会長）

清水 昭生 様
（青年部会 副部会長）

宮脇 英彰 様
（青年部会 外部研修委員長）

上村 康隆 様
（大同生命保険㈱）

藤原 建二 様
（大同生命保険㈱）

岩見 聖子 様
（大同生命保険㈱）

辰己 泰彦 様
（㈱ドゥーベスト保険事務所）

高木 光広 様
（たかき総合保険事務所）

前嶋 弘恵 様
（アフラック募集代理店）

濱上 正夫 様
（日本海信販㈱）

＊欠席

勝原 毅 様
（㈱勝原製作所）

＊欠席

平成27年度　表彰の皆様
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科　　　　　目 当年度 前年度 増減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

（１）経常収益
　基本財産運用益 1,250 1,250 0
　受取会費 10,076,000 10,285,800 △ 209,800
　事業収益 1,413,240 1,922,700 △ 509,460
　受取補助金 7,877,300 7,687,100 190,200
　受取負担金 651,000 648,000 3,000
　雑収益 427,072 858,402 △ 431,330
　経常収益計（A） 20,445,862 21,403,252 △ 957,390

（２）経常費用 0
　事業費 16,831,285 19,408,581 △ 2,577,296
　管理費 2,035,561 2,121,450 △ 85,889
　経常費用計（B） 18,866,846 21,530,031 △ 2,663,185
　当期経常増減額（A－B） 1,579,016 △ 126,779 1,705,795
経常外費用　 0
当期一般正味財産増減額 1,579,016 △ 126,779 1,705,795
一般正味財産期首残高 8,180,140 8,306,919 △ 126,779
一般正味財産期末残高 9,759,156 8,180,140 1,579,016

科　　　　　目 当年度 前年度 増減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

（１）経常収益
　基本財産運用益 1,250 1,250 0
　受取会費 10,300,000 10,560,000 △ 260,000
　事業収益 2,230,000 2,240,000 △ 10,000
　受取補助金 8,086,700 7,877,300 209,400
　受取負担金 672,000 675,000 △ 3,000
　雑収益 500,700 551,000 △ 50,300
　経常収益計（A） 21,790,650 21,904,550 △ 113,900

（２）経常費用 0
　事業費 19,461,500 19,498,300 △ 36,800
　管理費 2,227,100 2,240,700 △ 13,600
　経常費用計（B） 21,688,600 21,739,000 △ 50,400
　当期経常増減額（A－B） 102,050 165,550 △ 63,500
当期一般正味財産増減額 102,050 165,550 △ 63,500
一般正味財産期首残高 9,759,156 8,180,140 1,579,016
一般正味財産期末残高 9,861,206 8,345,690 1,515,516

平成26年度　正味財産増減計算書 （損益計算ベース）
（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

（単位：円）

平成27年度　収支予算書 （損益計算ベース）
（平成27年４月１日～平成28年３月31日）

（単位：円）
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平成27年度　事業計画
（平成27年４月１日～平成28年３月31日）

Ⅰ.　事業計画の基本方針
平成24年４月１日、公益社団法人へ移行し、以前の社団法人に比べ一層の公益性、ガバナ
ンス・コンプライアンスの体制強化が求められることになりました。
よき経営者をめざすものの団体として、会員企業、社員様を支援するとともに、公益法人 
として非会員、一般市民への広報・支援活動も積極的に取組んで行きます。

　１．税知識の普及、納税意識の高揚に努め、税制・税務に関する提言を行い、適正かつ公平な申
告納税制度の維持・発展と税務行政の円滑な執行に寄与する。

　２．税ならびに会社経営に関する研修会及び従業員向け研修実施により会社の質を高める。
　３．会員の積極的な自己研鑽姿勢を支援し健全な企業経営を進め、企業の繁栄を図る。
  　　また、地域の一員として地域に密着した活動を進め、社会の健全な発展に貢献する。
Ⅱ.　主な事業計画
　１．公益目的事業の推進
　　　　（１）税の研修相談事業

◇　年５回の決算期別法人税務説明会開催　　　　　　　　
◇　年２回の新設法人税務説明会開催

　　〈新設〉　◇　マイナンバー制度導入に伴う説明会開催
◇　年２回の会報発行・ＨＰ・フェイスブック等による税および活動の広報
◇　ｅ－Ｔａｘ 懸垂幕の掲揚（２月中）による広報
◇　年末調整説明会の共催
◇　税制等の冊子配布・その他税務研修会の開催
◇　電子申告（ｅ－Ｔａｘ）・電子納税（ダイレクト納付）の利用促進支援

　　　　（２） 租税教育事業
◇　租税教室への講師派遣（青年部会・女性部会）
◇　第８回「キッズカフェ」開催による租税教育（青年部会）
◇　第６回「税に関する絵はがきコンクール」の実施（女性部会）

　　　　（３） 税制提言事業
◇　税制委員会による税制改正要望の取りまとめ
◇　税制行政の円滑化を図るための要望等を関係当局に提言
◇　全国大会・税制改正要望大会への参加 ～ 10月８日(木)徳島大会（徳島市）

　　　　（４） 広報事業
◇　ＨＰの充実　～　会員紹介・講演会等イベント紹介利用促進
◇　会報年２回発行・全法連情報誌「ほうじん」年４回配布
◇　「税を考える週間」（ 11 ／ 11 ～ 11 ／ 17迄 ）の事業実施
◇　フェイスブックによる広報チャネルの拡大

　　　　（５） 社会貢献事業
◇　第８回「キッズカフェ」開催による次世代の育成（青年部会）
◇　献血ボランティアの実施（女性部会）
◇　「花の苗」寄贈　　
◇　古タオルの回収・寄贈（女性部会）

　　　　（６） 経営支援事業
◇　講演会・セミナーの実施
　　　（ 親会：２回　女性部会：３回　青年部会：３回　支部：６回 ）
◇　新入社員研修会 ４月開催（鳥取商工会議所・鳥取県経営者協会の３社共催）
◇　レベルアップ研修会（電話・接客マナー・ＰＣ等研修）

　　〈新設〉　◇　マイナンバー制度導入に伴う研修会開催
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職名 新任 役員名 会社名

会 長 藤本　英興 鳥取信用金庫

副会長 今井　陸雄 大山日ノ丸証券㈱

〃 縫谷　昌生 トリベイ㈱

〃 福田　修三 ㈱インテリアフクタ

〃 山本　孝夫 ㈲山本孝夫会計事務所

〃 山中　英雄 ㈱情報サービス鳥取

〃 新 木村　　宏 （社福）さとに会

理 事 金明　伸俊 日本海テレビジョン放送㈱

〃 石河　泰正 ㈱鳥取銀行

〃 太田　栄市 ㈱トータルエナジー

〃 小谷　　寛 ㈲亀甲や

〃 浅野　裕好 ㈱山陰合同銀行

〃 中島　　保 グッドヒル㈱

〃 馬場　　進 日ノ丸自動車㈱

〃 森田　勝憲 ㈲森田印房

〃 青木　　淳 ㈲青木製材

〃 吾郷　速人 ㈲池本会計事務所

〃 奥西　康二 ㈱奥西

〃 尾崎　好邦 山陰プロパン瓦斯㈱

〃 川口眞佐子 リバードコーポレーション㈱

〃 岸田　安雄 ㈲エイダン事務機

職名 新任 役員名 会社名

理 事 岸本　信一 ㈱岸本会計事務所

〃 北村　一行 北村衣縫㈲

〃 霜村　將博 ㈱白兎設計事務所

〃 谷口　節次 鳥取いなば農業㈿

〃 中尾修治郎 税理士法人
中尾総合事務所

〃 西川八重子 ㈱エムワイスエヒロ

〃 葉狩　弘一 葉狩税理士事務所

〃 花原　秀明 三洋製紙㈱

〃 福田　一正 ㈲福田建機

〃 森田紘一郎 ㈲温泉旅館 丸茂

〃 諸吉　　稔 ㈱ティエスピー

〃 山﨑　安造 ㈲山﨑会計事務所

〃 米田由起枝 ㈲アカウンティングセンター

〃 録澤　哲雄 録澤税理士事務所

〃 渡邊　昌子 ㈱Abe-Rise

〃 新 竹内　茂喜 ㈱エヌケーシー

〃 新 田村　博信 鳥取信用金庫

〃 新 出口　敦教 ㈲プラスペリティ

監 事 〃 井上　　仁 ㈲井上会計事務所

〃 〃 福田　裕一 ㈲福田会計事務所

〃 〃 小林　秀良 山口電業㈱

公益社団法人　鳥取法人会　役員名簿
(任期 ： 平成27年5月28日～平成29年定期総会迄)
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委員会組織表
(任期 ： 平成27年5月28日～平成29年定期総会迄)

委員会名 総務委員会

副 会 長 　　縫谷　昌生

委 員 長（新）花原　秀明

副委員長（新）岸本　信一

委      員 　　金明　伸俊
　　山﨑　安造
　　尾崎　好邦
（新）岸田　安雄
（新）田村　博信
　　石河　泰正
　　浅野　裕好
　　谷口　節次

青年部会（新）出口　敦教
　　宮脇　英彰

女性部会 　　西川八重子
　　川口眞佐子

組 織 委 員 会

　　山中　英雄

（新）田村　博信

　　諸吉  　稔

　　森田紘一郎
　　山田　　清
（新）霜村　芳照
　　四井　　勉
（新）梨原　　奨
（新）小谷　泰志
　　福田　一正
　　西川　憲雄
　　北村　一行
　　房安　　光
　　八百谷昭宏
　　西田　正人
（新）井上　　均
　　大崎　直人
　　横田　丞司

研 修 委 員 会

      山本　孝夫

（新）岸田　安雄

（新）渡邊　昌子

（新）森田　勝憲
　　小谷　　寛
（新）太田　栄市
　　小谷　泰志
（新）濱田　泰彦

（新）松村　将史
　　布野眞由美

　　出口　直恵
　　岸本　眞弓

広 報 委 員 会

      福田　修三

　　金明　伸俊

（新）霜村　將博

　　坂本　拓也
　　葉狩　弘一
　　録澤　哲雄
　　小西  和明
（新）田中　寛之

（新）辰己　泰彦
（新）中井　史生

　　西垣由喜恵
　　米田　恭子

税制委員会

今井　陸雄

山﨑　安造

福田　裕一

中島　　保
小林　秀良
奥西　康二
森井　良二
吾郷　速人
中村  　功
政田　　孝
馬場　　進

厚 生 委 員 会

（新）木村 　 宏

　　尾崎　好邦

（新）清水　昭生

　　谷口　秀昭
　　戸田　暖久
　　星見　知孝
　　福田　準一
　　加藤　良喜
　　大西　　啓

　　山﨑　弘嗣
（新）常田　賢二

会 長　 藤本　英興　

正 副 会 長 会
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事業活動
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鳥取税務署 （0857）22-2141 
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福利厚生制度コーナー

法
人
会
の
福
利
厚
生
制
度
「
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
」

　
日
頃
よ
り
会
員
の
皆
様
に
は
弊
社
の
法
人
会

福
利
厚
生
制
度
「
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
」
の
普
及

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
お
か
げ
さ
ま
で
「
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー

ド
」
導
入
30
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
年
か
ら
新
た
な
歴
史
を
刻
む
べ
く
、
会

員
の
皆
様
と
共
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
ま
た
平
成
25
年
10
月
よ
り
従
来
の
商
品
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
に
加
え
、
待
望
の
自
動
車
保
険
が
「
ビ

ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
」に
加
わ
り
ま
し
た
。
文
字
通
り
、

会
員
企
業
様
の
経
営
上
の
リ
ス
ク
を
包
括
的
に

カ
バ
ー
で
き
る
制
度
商
品
に
成
長
し
ま
し
た
。

　
我
々
の
目
指
す
と

こ
ろ
は
単
に
保
険
を

販
売
す
る〝
保
険
屋
〞

で
は
な
く
、〝
ト
ー

タ
ル
リ
ス
ク
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
〞
で
す
。

具
体
的
に
は
、
貴
社

が
事
業
を
行
う
上

で
ど
の
よ
う
な
リ
ス

ク
が
存
在
す
る
か
、

そ
の
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な

保
険
が
必
要
か
、
事
故
を
防
止
す
る
に
は
ど
の

よ
う
な
対
策
が
必
要
か
、
ま
た
事
故
が
発
生
し

た
際
に
は
親
身
の
対
応
を
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
今
後
の
事
故
防
止
対
策
ま
で
を
ト
ー
タ
ル

に
フ
ォ
ロ
ー
を
行
う
こ
と
で
す
。

　
Ａ
Ｉ
Ｕ
の
推
進
代
理
店
は
こ
れ
を
実
践
す
べ

く
日
々
精
進
し
て
お
り
ま
す
。
制
度
未
加
入
の

企
業
様
に
お
い
て
は
ぜ
ひ
一
度
ご
相
談
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
会
員
企
業
様
の

益
々
の
ご
発
展
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

ＡＩＵ損害保険株式会社　鳥取支店

支店長　大崎　直人

㈲シーガルＩ
アイ

新井　　剛
㈲シーガルＩ

アイ

上根　　直
たかき総合保険事務所

高木　光広
㈱ドゥーベスト保険事務所

辰己　泰彦

法人会厚生制度推進担当者です。

《引受保険会社》
ＡＩＵ保険会社　鳥取支店  〒680-0835
鳥取市東品治町102 鳥取駅前ビル４階
Tel：0857-20-0081  Fax：0857-20-0085

○親和商事 株式会社（推進代理店）
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福利厚生制度コーナー

法
人
会
の
福
利
厚
生
制
度
「
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
」

　
日
頃
よ
り
会
員
の
皆
様
に
は
弊
社
の
法
人
会

福
利
厚
生
制
度
「
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
」
の
普
及

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
お
か
げ
さ
ま
で
「
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー

ド
」
導
入
30
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
年
か
ら
新
た
な
歴
史
を
刻
む
べ
く
、
会

員
の
皆
様
と
共
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
ま
た
平
成
25
年
10
月
よ
り
従
来
の
商
品
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
に
加
え
、
待
望
の
自
動
車
保
険
が
「
ビ

ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
」に
加
わ
り
ま
し
た
。
文
字
通
り
、

会
員
企
業
様
の
経
営
上
の
リ
ス
ク
を
包
括
的
に

カ
バ
ー
で
き
る
制
度
商
品
に
成
長
し
ま
し
た
。

　
我
々
の
目
指
す
と

こ
ろ
は
単
に
保
険
を

販
売
す
る〝
保
険
屋
〞

で
は
な
く
、〝
ト
ー

タ
ル
リ
ス
ク
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
〞
で
す
。

具
体
的
に
は
、
貴
社

が
事
業
を
行
う
上

で
ど
の
よ
う
な
リ
ス

ク
が
存
在
す
る
か
、

そ
の
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な

保
険
が
必
要
か
、
事
故
を
防
止
す
る
に
は
ど
の

よ
う
な
対
策
が
必
要
か
、
ま
た
事
故
が
発
生
し

た
際
に
は
親
身
の
対
応
を
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
今
後
の
事
故
防
止
対
策
ま
で
を
ト
ー
タ
ル

に
フ
ォ
ロ
ー
を
行
う
こ
と
で
す
。

　
Ａ
Ｉ
Ｕ
の
推
進
代
理
店
は
こ
れ
を
実
践
す
べ

く
日
々
精
進
し
て
お
り
ま
す
。
制
度
未
加
入
の

企
業
様
に
お
い
て
は
ぜ
ひ
一
度
ご
相
談
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
会
員
企
業
様
の

益
々
の
ご
発
展
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

ＡＩＵ損害保険株式会社　鳥取支店

支店長　大崎　直人

㈲シーガルＩ
アイ

新井　　剛
㈲シーガルＩ

アイ

上根　　直
たかき総合保険事務所

高木　光広
㈱ドゥーベスト保険事務所

辰己　泰彦

法人会厚生制度推進担当者です。

《引受保険会社》
ＡＩＵ保険会社　鳥取支店  〒680-0835
鳥取市東品治町102 鳥取駅前ビル４階
Tel：0857-20-0081  Fax：0857-20-0085

○親和商事 株式会社（推進代理店）
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社会保障・税番号制度の早わかり 

○　社会保障・税制度の効率性・透明性を高め、国民にとって利便性の高い公平・公正な
社会を実現することを目的として、社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）が導入
されます。

○　平成27年10月から、個人番号・法人番号が通知され、平成28年１月から順次利用が
開始されます。 

○　税分野では、申告書や法定調書など、税務署に提出する税務関係 書類に個人番号・
法人番号を記載することによって、税務行政の効率化及び納税者サービスの向上などが期待されてい
ます。

○　個人番号は、12桁の番号で、住民票を有する国民全員に１人１つ指定され、市区町村から通知され
ます。また、住民票を有する中長期在留者や特別永住者等の外国籍の方にも同様に指定・通知されます。

○　個人番号は、「通知カード」により、住民票の住所に通知されます。
○　個人番号の利用範囲は、番号法に規定された社会保障・税・災害対策に関する事務に限定されてい
ます。

○　 番号法では、個人番号の漏えいや悪用などのリスクから特定個人情報（個人番号をその内容に含
む個人情報）を守るため、個人番号の利用範囲や提供を制限するなど、特定個人情報の取扱いについ
て厳しい保護措置を定めています。

○　法人番号は、13桁の番号で、設立登記法人などの法人等（※）に１法人１つ指定され、国税庁から
通知されます。なお、法人の支店や事業所には指定されません。

（※）設立登記法人（株式会社、有限会社、協同組合、医療法人、一般社団法人、一般財団法人、公益社団法人、 
公益財団法人、宗教法人、特定非営利活動法人等）のほか、国の機関、地方公共団体、その他の法人や団体
などに指定されます。（詳細は、国税庁ホームページをご覧ください。）

○　法人番号は、書面により通知を行うこととしており、例えば、設立登記法人については、番号の指
定後、登記上の本店所在地に通知書をお届けします。

○　法人番号は個人番号とは異なり、原則として公表され、どなたでも自由にご利用いただくことがで
きます。

社会保障・税番号制度の概要 

個人番号について 

特定個人情報の保護措置の必要性 

法人番号について  

 

 

マイナンバーキャラクター  
マイナちゃん 

マイナンバ キャラクタ

○ 社会保障・税制度の効率性・透明性を高め、国民にとって利便性 
   の高い公平・公正な社会を実現することを目的として、社会保障・ 
   税番号制度（マイナンバー制度）が導入されます。 
 

○ 平成27年10月から、個人番号・法人番号が通知され、平成28年 
 １月から順次利用が開始されます。 
 

○ 税分野では、申告書や法定調書など、税務署に提出する税務関係 
 書類に個人番号・法人番号を記載することによって、税務行政の効率化及び納
税者サービスの向上などが期待されています。 

社会保障・税番号制度の早わかり 

○ 個人番号は、12桁の番号で、住民票を有する国民全員に１人１つ指定され、
市区町村から通知されます。また、住民票を有する中長期在留者や特別永住者
等の外国籍の方にも同様に指定・通知されます。 

 

○ 個人番号は、「通知カード」により、住民票の住所に通知されます。 
 

○ 個人番号の利用範囲は、番号法に規定された社会保障・税・災害対策に関す
る事務に限定されています。 

マイナンバーキャラクター  

マイナちゃん 

社会保障・税番号制度の概要 

個人番号について 

○ 法人番号は、13桁の番号で、設立登記法人などの法人等（※）に１法人１つ指定
され、国税庁から通知されます。なお、法人の支店や事業所には指定されません。 

    

             （※）設立登記法人（株式会社、有限会社、協同組合、医療法人、一般社団法人、一般財団法人、公益社団法人、 
    公益財団法人、宗教法人、特定非営利活動法人等）のほか、国の機関、地方公共団体、その他の法人や団体 
          などに指定されます。（詳細は、国税庁ホームページをご覧ください。） 
 

○ 法人番号は、書面により通知を行うこととしており、例えば、設立登記法人
については、番号の指定後、登記上の本店所在地に通知書をお届けします。 

 

○ 法人番号は個人番号とは異なり、原則として公表され、どなたでも自由にご
利用いただくことができます。 

法人番号について 

裏面には、国税分野における 
ポイントが記載してあります。 

27.６ 

国税局・税務署 
ポイントが記載してあります。

国税局

○ 番号法では、個人番号の漏えいや悪用などのリスクから特定個人情報（個人番
号をその内容に含む個人情報）を守るため、個人番号の利用範囲や提供を制限す
るなど、特定個人情報の取扱いについて厳しい保護措置を定めています。 

特定個人情報の保護措置の必要性 

ご不明な点は マイナンバーのコールセンター  
0570－20－0178 へ 
※ ナビダイヤルは通話料がかかります。 ※ 平日9時30分～17時30分 (土日祝日・年末年始を除く) 

※ 一部IP電話等で上記ダイヤルに繋がらない場合は、 ０５０－３８１６－９４０５におかけください。  
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（フリガナ）

（フリガナ）

（フリガナ）

（フリガナ）

（フリガナ）

納 税 地

氏 名

代 表  者  氏  名

代表者住所

第３－⑴号様式

収受印

（フリガナ）

（〒　　　－　　　　）
住所又は居所

（法人の場合）

本 店 又 は

主 た る 事 務 所

消 費 税 課 税 事 業 者 届 出 書

（フリガナ）

平成　　年　　月　　日 （〒　　　－　　　　）

印

（電話番号　　　　－　　　－　　　　）

（電話番号　　　　－　　　－　　　　）

個 人 番 号

（法人の場合）

の 所 在 地

（フリガナ）

名称（屋号）

（フリガナ）

↓　個人番号の記載に当たっては、左端を空欄とし、ここから記載してください。

又 は

（フリガナ）

（法人の場合）  　　　  税務署長殿

（電話番号　　　　－　 　　－　　　　）

届

出

者

法 人 番 号

基準期間用

 

○ 税務署等に個人番号を記載した申告書等を提出する際は、本人確認書類の提示又は 

 本人確認書類の写しを申告書等に添付していただく必要があります。 

 ≪本人確認を行うときに使用する書類の例≫ 

 １ 個人番号カード（番号確認と身元確認） 

 ２ 通知カード（番号確認）＋ 運転免許証、健康保険の被保険者証など（身元確認） 

   ・ 通知カードとは、本人の氏名、住所、生年月日、性別、個人番号が記載されたカードです。 

  ・ 個人番号カードとは、本人が市区町村に交付を申請し、通知カードと引換えに交付を受けること 
  ができるカードです。個人番号カードには、本人の氏名、住所、生年月日、性別、個人番号等が記 
  載され、本人の写真が表示されます。 

 
 

表面 裏面 通知カード（イメージ） 個人番号カード（イメージ） 

記載対象 一般的な場合の提出時期 

所得税 
平成28年分以降の
申告書から 

（平成28年分の場合）   
平成29年2月16日から3月15日まで 

法人税 
平成28年1月1日以
降に開始する事業年
度に係る申告書から 

（平成28年12月末決算の場合） 
平成29年2月28日まで  

法定  
調書
（注） 

平成28年1月1日以
降の金銭等の支払等
に係る法定調書から 

（例）平成28年分給与所得の源泉徴
収票、平成28年分特定口座年間取引
報告書 
⇒平成29年1月31日まで  

申請書  
届出書 

平成28年１月１日
以降に提出すべき申
請書等から 

各税法に規定する、提出すべき期限  

番号の記載が必要となる時期（例） 番号記載のイメージ 

ここに提出される方の番号
を記載してください！ （注）法定調書の対象となる金銭の支払を受ける者等の番号も記載する必要があります。 

税務関係書類に番号を記載していただく必要があります！ ポイント① 

ポイント② 申告書等を提出する際に、本人確認が必要になります！ 

 

国税庁ホームページのトップページ上段の       をクリック 
 

http://www.nta.go.jp/mynumberinfo/index.htm 

最新情報は、随時更新しますので、お知らせコーナーをご覧ください。 

国税に関する社会保障・税番号制度（法人番号を含む）の最新情報はこちら 

 

・内閣官房「社会保障・税番号制度」ホームページ 
  http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html         （マイナンバー）                                      

・マイナンバーのコールセンター（全国共通ナビダイヤル）０５７０-２０-０１７８ 
 

    ※ ナビダイヤルは通話料がかかります。 平日９時30分～17時30分（土日祝日・年末年始を除く） 

社会保障・税番号制度の最新情報やお問い合わせはこちら 

国税分野におけるポイント 

○ 税務署等に個人番号を記載した申告書等を提出する

21



社会保障・税番号制度の早わかり 

○　社会保障・税制度の効率性・透明性を高め、国民にとって利便性の高い公平・公正な
社会を実現することを目的として、社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）が導入
されます。

○　平成27年10月から、個人番号・法人番号が通知され、平成28年１月から順次利用が
開始されます。 

○　税分野では、申告書や法定調書など、税務署に提出する税務関係 書類に個人番号・
法人番号を記載することによって、税務行政の効率化及び納税者サービスの向上などが期待されてい
ます。

○　個人番号は、12桁の番号で、住民票を有する国民全員に１人１つ指定され、市区町村から通知され
ます。また、住民票を有する中長期在留者や特別永住者等の外国籍の方にも同様に指定・通知されます。

○　個人番号は、「通知カード」により、住民票の住所に通知されます。
○　個人番号の利用範囲は、番号法に規定された社会保障・税・災害対策に関する事務に限定されてい
ます。

○　 番号法では、個人番号の漏えいや悪用などのリスクから特定個人情報（個人番号をその内容に含
む個人情報）を守るため、個人番号の利用範囲や提供を制限するなど、特定個人情報の取扱いについ
て厳しい保護措置を定めています。

○　法人番号は、13桁の番号で、設立登記法人などの法人等（※）に１法人１つ指定され、国税庁から
通知されます。なお、法人の支店や事業所には指定されません。

（※）設立登記法人（株式会社、有限会社、協同組合、医療法人、一般社団法人、一般財団法人、公益社団法人、 
公益財団法人、宗教法人、特定非営利活動法人等）のほか、国の機関、地方公共団体、その他の法人や団体
などに指定されます。（詳細は、国税庁ホームページをご覧ください。）

○　法人番号は、書面により通知を行うこととしており、例えば、設立登記法人については、番号の指
定後、登記上の本店所在地に通知書をお届けします。

○　法人番号は個人番号とは異なり、原則として公表され、どなたでも自由にご利用いただくことがで
きます。

社会保障・税番号制度の概要 

個人番号について 

特定個人情報の保護措置の必要性 

法人番号について  

 

 

マイナンバーキャラクター  
マイナちゃん 

マイナンバ キャラクタ

○ 社会保障・税制度の効率性・透明性を高め、国民にとって利便性 
   の高い公平・公正な社会を実現することを目的として、社会保障・ 
   税番号制度（マイナンバー制度）が導入されます。 
 

○ 平成27年10月から、個人番号・法人番号が通知され、平成28年 
 １月から順次利用が開始されます。 
 

○ 税分野では、申告書や法定調書など、税務署に提出する税務関係 
 書類に個人番号・法人番号を記載することによって、税務行政の効率化及び納
税者サービスの向上などが期待されています。 

社会保障・税番号制度の早わかり 

○ 個人番号は、12桁の番号で、住民票を有する国民全員に１人１つ指定され、
市区町村から通知されます。また、住民票を有する中長期在留者や特別永住者
等の外国籍の方にも同様に指定・通知されます。 

 

○ 個人番号は、「通知カード」により、住民票の住所に通知されます。 
 

○ 個人番号の利用範囲は、番号法に規定された社会保障・税・災害対策に関す
る事務に限定されています。 

マイナンバーキャラクター  

マイナちゃん 

社会保障・税番号制度の概要 

個人番号について 

○ 法人番号は、13桁の番号で、設立登記法人などの法人等（※）に１法人１つ指定
され、国税庁から通知されます。なお、法人の支店や事業所には指定されません。 

    

             （※）設立登記法人（株式会社、有限会社、協同組合、医療法人、一般社団法人、一般財団法人、公益社団法人、 
    公益財団法人、宗教法人、特定非営利活動法人等）のほか、国の機関、地方公共団体、その他の法人や団体 
          などに指定されます。（詳細は、国税庁ホームページをご覧ください。） 
 

○ 法人番号は、書面により通知を行うこととしており、例えば、設立登記法人
については、番号の指定後、登記上の本店所在地に通知書をお届けします。 

 

○ 法人番号は個人番号とは異なり、原則として公表され、どなたでも自由にご
利用いただくことができます。 

法人番号について 

裏面には、国税分野における 
ポイントが記載してあります。 

27.６ 

国税局・税務署 
ポイントが記載してあります。

国税局

○ 番号法では、個人番号の漏えいや悪用などのリスクから特定個人情報（個人番
号をその内容に含む個人情報）を守るため、個人番号の利用範囲や提供を制限す
るなど、特定個人情報の取扱いについて厳しい保護措置を定めています。 

特定個人情報の保護措置の必要性 

ご不明な点は マイナンバーのコールセンター  
0570－20－0178 へ 
※ ナビダイヤルは通話料がかかります。 ※ 平日9時30分～17時30分 (土日祝日・年末年始を除く) 

※ 一部IP電話等で上記ダイヤルに繋がらない場合は、 ０５０－３８１６－９４０５におかけください。  
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（フリガナ）

（フリガナ）

（フリガナ）

（フリガナ）

（フリガナ）

納 税 地

氏 名

代 表  者  氏  名

代表者住所

第３－⑴号様式

収受印

（フリガナ）

（〒　　　－　　　　）
住所又は居所

（法人の場合）

本 店 又 は

主 た る 事 務 所

消 費 税 課 税 事 業 者 届 出 書

（フリガナ）

平成　　年　　月　　日 （〒　　　－　　　　）

印

（電話番号　　　　－　　　－　　　　）

（電話番号　　　　－　　　－　　　　）

個 人 番 号

（法人の場合）

の 所 在 地

（フリガナ）

名称（屋号）

（フリガナ）

↓　個人番号の記載に当たっては、左端を空欄とし、ここから記載してください。

又 は

（フリガナ）

（法人の場合）  　　　  税務署長殿

（電話番号　　　　－　 　　－　　　　）

届

出

者

法 人 番 号

基準期間用

 

○ 税務署等に個人番号を記載した申告書等を提出する際は、本人確認書類の提示又は 

 本人確認書類の写しを申告書等に添付していただく必要があります。 

 ≪本人確認を行うときに使用する書類の例≫ 

 １ 個人番号カード（番号確認と身元確認） 

 ２ 通知カード（番号確認）＋ 運転免許証、健康保険の被保険者証など（身元確認） 

   ・ 通知カードとは、本人の氏名、住所、生年月日、性別、個人番号が記載されたカードです。 

  ・ 個人番号カードとは、本人が市区町村に交付を申請し、通知カードと引換えに交付を受けること 
  ができるカードです。個人番号カードには、本人の氏名、住所、生年月日、性別、個人番号等が記 
  載され、本人の写真が表示されます。 

 
 

表面 裏面 通知カード（イメージ） 個人番号カード（イメージ） 

記載対象 一般的な場合の提出時期 

所得税 
平成28年分以降の
申告書から 

（平成28年分の場合）   
平成29年2月16日から3月15日まで 

法人税 
平成28年1月1日以
降に開始する事業年
度に係る申告書から 

（平成28年12月末決算の場合） 
平成29年2月28日まで  

法定  
調書
（注） 

平成28年1月1日以
降の金銭等の支払等
に係る法定調書から 

（例）平成28年分給与所得の源泉徴
収票、平成28年分特定口座年間取引
報告書 
⇒平成29年1月31日まで  

申請書  
届出書 

平成28年１月１日
以降に提出すべき申
請書等から 

各税法に規定する、提出すべき期限  

番号の記載が必要となる時期（例） 番号記載のイメージ 

ここに提出される方の番号
を記載してください！ （注）法定調書の対象となる金銭の支払を受ける者等の番号も記載する必要があります。 

税務関係書類に番号を記載していただく必要があります！ ポイント① 

ポイント② 申告書等を提出する際に、本人確認が必要になります！ 

 

国税庁ホームページのトップページ上段の       をクリック 
 

http://www.nta.go.jp/mynumberinfo/index.htm 

最新情報は、随時更新しますので、お知らせコーナーをご覧ください。 

国税に関する社会保障・税番号制度（法人番号を含む）の最新情報はこちら 

 

・内閣官房「社会保障・税番号制度」ホームページ 
  http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html         （マイナンバー）                                      

・マイナンバーのコールセンター（全国共通ナビダイヤル）０５７０-２０-０１７８ 
 

    ※ ナビダイヤルは通話料がかかります。 平日９時30分～17時30分（土日祝日・年末年始を除く） 

社会保障・税番号制度の最新情報やお問い合わせはこちら 

国税分野におけるポイント 

○ 税務署等に個人番号を記載した申告書等を提出する
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一
言
で
言
え
ば「
意
思
や
情
報
を
伝
達
す
る
道
具
」で
す
。
横
文
字
で
は「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
」
で
す
ね
！

　

人
間
は
大
昔
か
ら
様
々
な
方
法
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
き
ま

し
た
。
文
字
が
な
い
時
代
で
は
壁
や
地
面
や
土
器
に
「
絵
」
を
書
い
た
り
、「
文

字
」
が
で
き
る
と
紙
や
壁
に
書
い
た
り
、
そ
れ
を
遠
く
に
届
け
る
た
め
に
人

や
車
や
電
車
や
飛
行
機
な
ど
様
々
な
手
段
や
方
法
が
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
時
代
で
す
。
こ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
り
大
き
く
世
界
が
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
変
化
は
と
て
も
ス
ピ
ー
ド
が

速
く
て
専
門
分
野
に
い
る
私
た
ち
で
さ
え
つ
い
て
い
け
な
い
く
ら
い
す
ご
い

勢
い
で
進
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
変
化
に
つ
い
て
い
け
な
い
方
は
た
く
さ
ん

い
て
当
然
で
す
よ
ね
。

　

そ
し
て
、
最
近
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
利
用
さ

れ
い
っ
ぺ
ん
に
多
く
の
人
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
が
今
ま
で
と
大
き
な
違
い
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
特
定

の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
こ
の

い
ま
さ
ら
聞
け
な
い
！

  
ソ
ー
シ
ャ
ル・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ・

サ
ー
ビ
ス
っ
て
何
？ 

(

株)

セ
ブ
ン
ズ
デ
ザ
イ
ン
　
代
表
取
締
役
　
坂
本
　
拓
也

寄　稿

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
を
使
う
と
一
度
に
た
く
さ

ん
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
こ
れ
か
ら
は

SN
S

と
言
い
ま
す
。）
そ
れ
が
現
在
のSN

S

の
特
徴
で
す
。

　

で
は
ど
れ
く
ら
い
のSN

S

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。。。

　

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、
ひ
と
ま
ず
主
要
なSN

S

こ
ん
な
感
じ
で
す
。
結

構
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　

分
類
す
る
と
、
情
報
収
集
系
・
写
真/

動
画
投
稿
系
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
系
分

類
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
会
報
を
読
ま
れ
て
る
方
は
比
較
的
年
配
者
の
方
が
多
い
と
予
想
し
て

ま
す
が
、
そ
の
年
配
者
の
方
の
利
用
率
が
最
も
高
い
の
は
「Facebook

」
で

す
ね
。
こ
れ
は
あ
る
意
味
驚
異
的
だ
と
思
い
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
が
苦
手
な

層
で
若
者
が
比
較
的
や
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
に
年
配
の
方

が
投
稿
し
て
い
る
。
こ
の
変
化
は
す
ご
い
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
さ
れ
て
い
な

い
方
も
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
で
も
周
り
を
見
て
も
お
じ
さ
ん
や
お
ば
さ

ん
が
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
使
っ
て
い
ま
す
。
最
近
の
年
配
者
は
若
い
で
す
！

LIN
E

も
結
構
使
わ
れ
て
ま
す
よ
ね
。

　

で
は
ち
ょ
っ
と
最
近
のSN

S

の
動
向
で
す
が
、
全
部
紹
介
す
る
こ
と
は
無

理
な
の
で
「
実
用
的
」
なSN

S

を
調
べ
て
み
ま
し
た
。
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▪Facebook
ユ
ー
ザ
ー
数
：
２
，
４
０
０
万
人
（
平
成
26
年
11
月
）

月
間
ア
ク
テ
ィ
ブ
率
：
53
・
1
％

【
特
徴
】
実
名
制
で
あ
る
。

他
のSN

S

ユ
ー
ザ
ー
層
に
比

べ
て
年
配
者
の
利
用
が
高

い
。

低
年
齢
層
の
ア
ク
テ
ィ
ブ

率
は
下
が
り
つ
つ
あ
る
が
、

Instagram

がfacebook

上

で
拡
散
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

と
歯
止
め
に
な
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
た
だ
、
相
変
わ
ら

ず
年
配
者
の
利
用
・
ア
ク

テ
ィ
ブ
率
が
高
い
の
が
特

徴
。
ま
た
、
仕
事
上
利
用
さ

れ
る
経
営
者
も
多
い
。
嫉
妬

す
る
人
も
多
い
た
めSN

S

疲

れ
も
発
生
し
て
い
る
。
海
外

ユ
ー
ザ
ー
と
も
つ
な
が
り
や

す
い
。

　

ま
た
、
広
告
を
出
稿
で
き
る
。
例
え
ば
新
し
い
商
品
が
30
代
女
性
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
い
場
合
、
こ
れ
ま
で
の
宣
伝
方
法
で
は
広
く
多
く
の
方
に
宣

伝
す
る
手
法
を
取
ら
れ
て
お
り
、
特
に
鳥
取
と
い
う
地
域
を
考
え
る
と
媒
体

低年齢層のアクティブ率は下がりつつあるが、Instagram が facebook 上で拡散されるようになる

と歯止めになるのかもしれない。ただ、相変わらず年配者の利用・アクティブ率が高いのが特徴。

また、仕事上利用される経営者も多い。嫉妬する人も多いため SNS 疲れも発生している。海外ユ

ーザーともつながりやすい。 
また、広告を出稿できる。例えば新しい商品が３０代女性をターゲットにしたい場合、これまでの

宣伝方法では広く多くの方に宣伝する手法を取られており、特に鳥取という地域を考えると媒体は

限られている。Facebook の広告では「鳥取市、３０代、女性、化粧関心がある、既婚、学歴」（ユ

ーザー登録内容によって異なる）といった細いところまで絞り込み広告を出すことができる。範囲

を絞り無駄なコストを減らすことでこれまでと違うパフォーマンスを得ることができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●Twitter 
ユーザー数：1,980 万人（平成２６年６月） 
月間アクティブ率：60.5％ 
【特徴】匿名で利用可能。匿名性のため低年齢層が多くを占めている。自分を知られないので気軽

につぶやくことができ、拡散能力も高い。有名人も使っており様々な情報を得ることが可能。気に

なる専門家を「フォロー」しておくと有利な情報を得ることもできる。低年齢層に情報を拡散した

い時は Twitter が有効。ただしフォロワーを増やす努力が必要になるため決して容易ではない。フ

ォロワーが必要だと思えるような情報を配信したり工夫する必要がある。広告が出稿できる。主な

ターゲティングは「興味関心、フォロワー、キーワード指定、地域」など絞ることができる。利用

層が１０代〜３０代なので若年層の商材であれば有効である。 
 
 
 
 
 

は
限
ら
れ
て
い
る
。Facebook

の
広
告
で
は
「
鳥
取
市
、
30
代
、
女
性
、
化

粧
関
心
が
あ
る
、
既
婚
、
学
歴
」（
ユ
ー
ザ
ー
登
録
内
容
に
よ
っ
て
異
な
る
）

と
い
っ
た
細
い
と
こ
ろ
ま
で
絞
り
込
み
広
告
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
範
囲

を
絞
り
無
駄
な
コ
ス
ト
を
減
ら
す
こ
と
で
こ
れ
ま
で
と
違
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

▪Tw
itter

ユ
ー
ザ
ー
数
：

１
，
９
８
０
万
人
（
平
成
26

年
６
月
）

月
間
ア
ク
テ
ィ
ブ
率
：
60
・

5
％

【
特
徴
】
匿
名
で
利
用
可
能
。

匿
名
性
の
た
め
低
年
齢
層
が

多
く
を
占
め
て
い
る
。
自
分

を
知
ら
れ
な
い
の
で
気
軽
に

つ
ぶ
や
く
こ
と
が
で
き
、
拡

散
能
力
も
高
い
。
有
名
人
も

使
っ
て
お
り
様
々
な
情
報
を

得
る
こ
と
が
可
能
。
気
に
な

る
専
門
家
を
「
フ
ォ
ロ
ー
」

し
て
お
く
と
有
利
な
情
報
を

得
る
こ
と
も
で
き
る
。
低
年

齢
層
に
情
報
を
拡
散
し
た
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●Instagram（facebook が買収） 
ユーザー数：未発表 
月間アクティブ率：76.7％ 
【特徴】匿名で利用可能。これからさらに注目される SNS。大きな特徴は画像によるコミュニケ

ーションで撮った画像を編集することでクオリティの高い画像を演出することができる。日本にお

いても若年層がメイン利用者である。Facebook や Twitter は文章も含まれており手間だが、画像

を撮って編集するだけなので気兼ねなく自分のコレクションなどをアップすることができる。飲食

店やファッション系の事業をされている方にはオススメツール。 
今後広告出稿できる動きもあるため期待できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●LINE 
国内ユーザー：5,200 万人（平成２６年７月） 
月間アクティブ率：90.6％ 
【特徴】日本でダントツのコミュニケーションツールである。メールに変わるツールとして利用さ

れており、スタンプというイラストを送ることでコミュニケーションをとることが大きな特徴であ

る。事業に活用するのであれば LINE＠を利用すると多くのユーザーに宣伝することが可能となる

が、難しいのが欲しい情報かどうかになる。Facebook ページにも言えることだが、継続的な情報

を受け取ってもらうには「いいね」を押してもらう必要がある。LINE@では「友だち登録」して

もらう必要がある。 
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時
はT

w
itter

が
有
効
。
た
だ
し
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
増
や
す
努
力
が
必
要
に
な
る

た
め
決
し
て
容
易
で
は
な
い
。
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
必
要
だ
と
思
え
る
よ
う
な
情

報
を
配
信
し
た
り
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
。
広
告
が
出
稿
で
き
る
。
主
な
タ
ー

ゲ
テ
ィ
ン
グ
は
「
興
味
関
心
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
、
キ
ー
ワ
ー
ド
指
定
、
地
域
」

な
ど
絞
る
こ
と
が
で
き
る
。
利
用
層
が
10
代
～
30
代
な
の
で
若
年
層
の
商
材

で
あ
れ
ば
有
効
で
あ
る
。

▪Instagram

（facebook

が
買
収
）

ユ
ー
ザ
ー
数
：
未
発
表

月
間
ア
ク
テ
ィ
ブ
率
：
76
・
7
％

【
特
徴
】
匿
名
で
利
用
可
能
。
こ

れ
か
ら
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る

SN
S

。
大
き
な
特
徴
は
画
像
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
撮
っ

た
画
像
を
編
集
す
る
こ
と
で
ク
オ

リ
テ
ィ
の
高
い
画
像
を
演
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
日
本
に
お
い
て

も
若
年
層
が
メ
イ
ン
利
用
者
で
あ

る
。Facebook

やT
w

itter

は
文

章
も
含
ま
れ
て
お
り
手
間
だ
が
、

画
像
を
撮
っ
て
編
集
す
る
だ
け
な

の
で
気
兼
ね
な
く
自
分
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
な
ど
を
ア
ッ
プ
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
飲
食
店
や
フ
ァ
ッ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●Instagram（facebook が買収） 
ユーザー数：未発表 
月間アクティブ率：76.7％ 
【特徴】匿名で利用可能。これからさらに注目される SNS。大きな特徴は画像によるコミュニケ

ーションで撮った画像を編集することでクオリティの高い画像を演出することができる。日本にお

いても若年層がメイン利用者である。Facebook や Twitter は文章も含まれており手間だが、画像

を撮って編集するだけなので気兼ねなく自分のコレクションなどをアップすることができる。飲食

店やファッション系の事業をされている方にはオススメツール。 
今後広告出稿できる動きもあるため期待できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●LINE 
国内ユーザー：5,200 万人（平成２６年７月） 
月間アクティブ率：90.6％ 
【特徴】日本でダントツのコミュニケーションツールである。メールに変わるツールとして利用さ

れており、スタンプというイラストを送ることでコミュニケーションをとることが大きな特徴であ

る。事業に活用するのであれば LINE＠を利用すると多くのユーザーに宣伝することが可能となる

が、難しいのが欲しい情報かどうかになる。Facebook ページにも言えることだが、継続的な情報

を受け取ってもらうには「いいね」を押してもらう必要がある。LINE@では「友だち登録」して

もらう必要がある。 

シ
ョ
ン
系
の
事
業
を
さ
れ
て
い
る
方
に
は
オ
ス
ス
メ
ツ
ー
ル
。

今
後
広
告
出
稿
で
き
る
動
き
も
あ
る
た
め
期
待
で
き
る
。

▪LIN
E

国
内
ユ
ー
ザ
ー
：
５
，
２
０
０
万
人
（
平
成
26
年
７
月
）

月
間
ア
ク
テ
ィ
ブ
率
：
90
・
6
％

【
特
徴
】
日
本
で
ダ
ン

ト
ツ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
あ

る
。
メ
ー
ル
に
変
わ
る

ツ
ー
ル
と
し
て
利
用
さ

れ
て
お
り
、
ス
タ
ン
プ

と
い
う
イ
ラ
ス
ト
を
送

る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ

と
が
大
き
な
特
徴
で
あ

る
。
事
業
に
活
用
す
る

の
で
あ
れ
ばLIN

E

＠
を

利
用
す
る
と
多
く
の

ユ
ー
ザ
ー
に
宣
伝
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
が
、

難
し
い
の
が
欲
し
い
情

報
か
ど
う
か
に
な
る
。

Facebook
ペ
ー
ジ
に
も

言
え
る
こ
と
だ
が
、
継

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●まとめ 
他にも気になる SNS がありますが、現在「実用的」な SNS としては上記の 4 社を活用することを

オススメします。ですが情報を配信する際には気をつけることがあります。 
・ 誹謗中傷になるようなコメントや画像は配信しない 
・ プライベートな部分を出しすぎるとプライバシーが保たれない。 
・ 配信した情報は削除することが困難（操作方法）な為、慎重に投稿する必要がある 
・ 第三者が画像に入っていないか確認する。入っていれば投稿の有無を確認する 
・ タグ付する際にはしてもいいか確認する 
・  
SNS は使い方によってはすごく有効的に作用します。 
昔の友人とつながったり、知らない方から友達リクエストがきたり、いろんな情報を調べなくても

わかったり、セルフプロモーションできたりたくさんのメリットがあります。その反面、油断する

と間違った情報や間違った風にとられることもあるので気をつける必要があります。それをわかっ

た上で利用すれば安全なツールです。 
ぜひ利用してご自身にとっていいか悪いか判断していただければと思います。 
特に今後事業に活用する上では、ターゲットをピンポイントに絞った広告出稿ができるため、今後

こういった SNS を活用した広告が今後の広告業界を大きく変えていく可能性が十分にあります。

当社でも現在ネット広告の出稿依頼が増えてきています。敏感な事業者は動きが早く「先駆者メリ

ット」を得ています。 
鳥取においてはまだまだ「ネット集客」を取り入れる事業主は少なくそういった意味では「先駆者

メリット」を得ることが可能だと思います。また広告費も費用対効果に応じた設定が可能となり、

広告費も抑えてつつ最大限のパフォーマンスが得やすくなりました。過去の「ネット集客」はメリ

ットが感じられなかったと思いますが、SNS 出現によってそのメリットが大きく変わってきたの

は事実です。もちろん紙媒体でしか伝わない部分もあるので全てではないですが、今後のマーケテ

ィングに生かしていく必要があると考えています。「ネット集客」についてご質問があればお気軽

にお申し付けください（宣伝）。 
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続
的
な
情
報
を
受
け
取
っ
て
も
ら
う
に
は
「
い
い
ね
」
を
押
し
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
。LIN

E@

で
は
「
友
だ
ち
登
録
」
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

▪
ま
と
め

　

他
に
も
気
に
な
るSN

S

が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
「
実
用
的
」
なSN

S

と
し
て

は
上
記
の
4
社
を
活
用
す
る
こ
と
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。
で
す
が
情
報
を
配

信
す
る
際
に
は
気
を
つ
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
誹
謗
中
傷
に
な
る
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
や
画
像
は
配
信
し
な
い

・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
部
分
を
出
し
す
ぎ
る
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
保
た
れ
な
い
。

・
配
信
し
た
情
報
は
削
除
す
る
こ
と
が
困
難
（
操
作
方
法
）
な
為
、
慎
重
に

投
稿
す
る
必
要
が
あ
る

・
第
三
者
が
画
像
に
入
っ
て
い
な
い
か
確
認
す
る
。
入
っ
て
い
れ
ば
投
稿
の

有
無
を
確
認
す
る

・
タ
グ
付
す
る
際
に
は
し
て
も
い
い
か
確
認
す
る

 　

SN
S

は
使
い
方
に
よ
っ
て
は
す
ご
く
有
効
的
に
作
用
し
ま
す
。

　

昔
の
友
人
と
つ
な
が
っ
た
り
、
知
ら
な
い
方
か
ら
友
達
リ
ク
エ
ス
ト
が
き

た
り
、
い
ろ
ん
な
情
報
を
調
べ
な
く
て
も
わ
か
っ
た
り
、
セ
ル
フ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
た
り
た
く
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
反
面
、
油

断
す
る
と
間
違
っ
た
情
報
や
間
違
っ
た
風
に
と
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
気

を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
わ
か
っ
た
上
で
利
用
す
れ
ば
安
全
な

ツ
ー
ル
で
す
。

　

ぜ
ひ
利
用
し
て
ご
自
身
に
と
っ
て
い
い
か
悪
い
か
判
断
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
今
後
事
業
に
活
用
す
る
上
で
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に

絞
っ
た
広
告
出
稿
が
で
き
る
た
め
、
今
後
こ
う
い
っ
たSN

S

を
活
用
し
た
広

告
が
今
後
の
広
告
業
界
を
大
き
く
変
え
て
い
く
可
能
性
が
十
分
に
あ
り
ま
す
。

当
社
で
も
現
在
ネ
ッ
ト
広
告
の
出
稿
依
頼
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
敏
感
な

事
業
者
は
動
き
が
早
く
「
先
駆
者
メ
リ
ッ
ト
」
を
得
て
い
ま
す
。

　

鳥
取
に
お
い
て
は
ま
だ
ま
だ
「
ネ
ッ
ト
集
客
」
を
取
り
入
れ
る
事
業
主
は

少
な
く
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
「
先
駆
者
メ
リ
ッ
ト
」
を
得
る
こ
と
が
可
能

だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
広
告
費
も
費
用
対
効
果
に
応
じ
た
設
定
が
可
能
と
な

り
、
広
告
費
も
抑
え
つ
つ
最
大
限
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
得
や
す
く
な
り
ま

し
た
。
過
去
の
「
ネ
ッ
ト
集
客
」
は
メ
リ
ッ
ト
が
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、SN

S

出
現
に
よ
っ
て
そ
の
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た

の
は
事
実
で
す
。
も
ち
ろ
ん
紙
媒
体
で
し
か
伝
わ
ら
な
い
部
分
も
あ
る
の
で

全
て
で
は
な
い
で
す
が
、
今
後
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
生
か
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。「
ネ
ッ
ト
集
客
」
に
つ
い
て
ご
質
問
が
あ
れ
ば
お

気
軽
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
（
ち
ょ
こ
っ
と
自
社
Ｐ
Ｒ
で
す
…
。）。
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　飛ぶ鳥を落とす勢いのある企業といえども、衰退の時期は必ずやってくる。その日を回避するた
めには何が必要なのか。「危機感とイノベーション」だと、機械系の中堅専門商社の社長は語る。
厳しい経営を何度も強いられ、経営革新で乗り切った経験があるからこそ出てくる言葉だ。
　日本経済をけん引してきた大企業の経営破たんを何社も目の当たりにしてきた。　「驕れる平家
久しからず」だな、と感慨にふけり、何が経営悪化の原因なのか「敗軍の将」に兵を語ってもらっ
たこともある。
　一寸先は闇ではないが、変化の激しい現代は３年先を予測することさえ不可能といえる。だが、
経営者がどのような危機感をもっているかで対応は大きく異なる。
　ある公的機関が開いた事業承継セミナーを取材したときのことだ。「業績が順調な時は『何か見
落としているのではないか』と考え胃薬を飲み、うまく行かないときは『どうやって会社をよくす
ればいいのか』と悩み胃薬を飲む。経営者は常にこのくらいの危機管理を行わなければいけない」
という話に興味を抱いた。
　成功した創業者たちは、常に危機感をもって経営にあたっていたはずだ。しかし、勢いのある時
期にバトンを受け取った後継者が、さらに次の後継者が、創業者と同じ深さで危機意識を共有でき
ていたのかどうか。ここに衰退のひとつの要因があると思う。

 変化こそ生き残る術

　中小企業庁の委託で野村総研が実施した「中小企業の事業承継に関するアンケート」（2011年11月）
をみると、経営者の引退年齢は上昇し高齢化が進んでいるという。中規模事業者で67.7歳、小規模
事業者では70.5歳だ。トップの高齢化が進むほど経常利益が減少する傾向も読み取れ、逆に若いと
増加している企業割合が増える。
　少子化を反映して後継者不足は深刻だが、それでも早くトップ交代をした方が、経営的にはプラ
ス効果があるようだ。同調査では、バトンを渡す後継者の年齢で最適と思えるのは平均43.7歳だった。
　業績が順調な時に危機意識をもつのは難しい。危機感がないと変化を嫌う。世の中が変わるのだ
から企業も変わらなければ、やがて衰退の時期を迎える。変化こそ生き残る術という認識が不可欠
であるはずだ。
　後継者には「危機管理」と「変化する企業」を引き継ぎ、変えてはいけないこと、変え続けなけ
ればならないことを見極めさせることが、衰退の時期を遅らせることになるのではないか。必ずし
も胃薬を飲まないでもいいとは思うのだが。

【筆者紹介】
　海部隆太郎（かいべ・りゅうたろう）　法政大学卒。日本工業新聞社、ＩＴ企業の広報部長を経
て2009年に独立。企業が抱える幅広い課題を取材する。

危機感の承継が衰退を防ぐ
ジャーナリスト　海部隆太郎
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　宝塚歌劇団の創設者である小林一三が社員に語った最後の言葉は、「働くってことは、たのしい
ものなのです」だったそうです。体が元気なうちは働きたい、働く場があるって羨ましいと言う人
が圧倒的に多いという日本では、やはり働くことは「楽しい、愉しい」ものだと思う人が多いとい
うことなのでしょう。
　欧米のように働くことが奴隷身分と密着していた社会では、退職は奴隷という身分から解放され
るのと重なるでしょうから、成功者の証としてハッピー・リタイアが好まれるというのは合点がい
きます。
　しかし、働いてお金を得るということは古今東西同じなのに、奴隷制が無いことだけで日本のよ
うに働くことが「たのしい」ことになるものでしょうか。

　その答えは、「働く」という言葉の由来を大和の時代から眺め直すとわかります。「はたらく」と
いう言葉の成り立ちを国立国語研究所の研究員に尋ねたところ、この言葉は布が風にあおられてい
る様子を映しているというのです。
「布が風にあおられると“パタパタ、ハタハタ”と音を立てますね。その“ハタハタ”する様子の
音に日本語の文法に従って“～すること”のク語法から“～らく”がくっつき、“はたらく”となっ
たのです」という説明でした。

　「パタパタ、ハタハタ」と音を立てるような布の動きは、案外せわしなく忙しい動きです。日本
の人は大和の頃から、何かを産み出すという生産活動には布が「ハタめく」様子が好ましいと思っ
たのです。集団がそう思えば、親もそう思います。親がそう思えば、子に求めます。誰しもが生産
活動する奴隷のいない社会では、生産活動を表す言葉が「はたらく」となったのには、そんな由来
がありました。
　風にハタめく布のように「せっせと勤しむ姿」が望ましい姿とされ、生産活動に名付けられたと
いうこの説は、他人（＝傍＝はた）を楽にしたいという説よりも、私はなんだかストンと腑に落ち
ました。

　ところで、誰かが布を揺らせといわなくても、風が吹くだけで、布は揺れます。日本人は布がは
ためく様子から、自発性という意味を見いだし「はたらく」という言葉に添えました。その意を
的確に留めているのが、「働く」という文字です。実はこれ、国字という日本生まれの文字であり、
漢字ではありません。国字ですから、「働く」という字は、「場の空気」という風に反応し“自発的
に人が動く”という意味を背負っています。
　場の空気の読めないことを「KY」と否定的に扱うのは、「気働き」「気が利く」等々、「気配に反
応する」ことは「楽しい、愉しい」ことに繋がるということを強調する知恵から生まれたものかも
しれません。

　一方、日本には労働という言葉も定着しています。しかし、労う（ねぎらう）という字は受け身
の様子を伴います。そのため、何やら奴隷的。
　日本には自主的に「働く」と、受け身の「労働」という２種が有るので混同しやすいですが、小
林一三翁が語った「働く」は、もちろん自発の「働く」でした。自発的だと「働く」ことは、「楽しい、
愉しい」ことだとなるのです。

【筆者紹介】
　玄間千映子（げんま・ちえこ）　㈱アルティスタ人材開発研究所代表。國學院大学卒。米インマ
ヌエル大学大学院卒後、米スタンフォード大学ビジネススクール修了。
財団法人日本船舶振興会（現日本財団）役員、国会議員各秘書を経て1994年に前身の（有）アルティ
スタを設立し代表に。2006年現社名に改組。日本大学大学院非常勤講師、（財）港湾空間高度化環
境研究センター監事などを兼任。著書に「ジョブ・ディスクリプション一問一答」「リストラ無用
の会社革命」など。

パタパタ→ハタハタ→ハタめく→はたらく→働く≠労働
（株）アルティスタ人材開発研究所　玄間千映子
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わが社のホープと会社ＰＲ ①名前　②血液型　③趣味　④上司からのコメント
⑤会社住所　⑥業種　⑦会社ＰＲ

はやし接骨院

②　O型

③　アウトドア

④　幼少の頃より治療家を目指し、大学に通いながら18歳よ

り治療に従事。整骨院及び機能訓練センターの総院長とし

て多くの患者と接してきました。

　　一昨年、家族で鳥取へ移住し、古市に「はやし接骨院」

を開院。

　　健康に元気に過ごせる社会の手助け人として地域の治療

に邁進する日々を送っています。柔道整復師、機能訓練指

導員、リハビリ指導員養成講師、歩き方講師、腰痛予防運

動講師。

① 林　貴之（はやし　たかゆき）

会社の概要

①会社住所　②業種　③会社PR

⑤　10月より本町（鳥取商工会議所ビルとなり）
に移転いたします。

　　新住所
　　〒680-0031　鳥取県鳥取市本町3-106
　　☎0857-30-5035
⑥　接骨院　　
　　身体のことに関して何でも勉強していき、患
者さんに提案していくことです。

⑦　この度の移転に伴い、歯科医師、助産師、美
容師、保育士、音楽療法士の方たちと提携をしなが
ら幅広く様々な症状を包括的に診ていくことがで
きます。また地域の方たちにいつでも立ち寄れる
フリースペースを提供させていただき、各種講演、
教室を開催していきたいと思っています。

　　「医療と、介護からの自立と社会貢献できる身体
つくりを応援致します！」
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株式会社 東邦モーターパーツ

①　〒680-0874
　　鳥取市叶114番地10
　　☎　 0857-51-8141
　　fax  0857-53-4291
　　代表取締役　伊藤 紀子 

② 自動車部品製造・一般産業用自
動機の設計製作及び販売

③　1988年創業、2006年に自動
車部品製造事業を始めるにあたり

　　(株)東邦モーターパーツと社名変更いたし
ました。

　
　　 「お客様のニーズを素早く察知し、満足い
ただける商品を安定供給する」　この目標を
達成する為に設備・機械を設計製作し、コ
スト低減を実現させ、同時に徹底した品質
管理を日々行っています。

　　現状に満足することなく更にお客様のニー
ズに応えるため、従業員を幸せにする為に今年、第２工場を完成させました。

会社の概要

 明るい雰囲気の中で、 社内全員が仲間となって頑張っている会社です。

①会社住所　②業種　③会社PR
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ズに応えるため、従業員を幸せにする為に今年、第２工場を完成させました。

会社の概要

 明るい雰囲気の中で、 社内全員が仲間となって頑張っている会社です。

①会社住所　②業種　③会社PR

29



公益社団法人 鳥取法人会　
〒680-0031　　 鳥取市本町３丁目２０１番地　
鳥取産業会館・鳥取商工会議所ビル２階
ＴＥＬ 0857（27）1604　　ＦＡＸ 0857（20）0555
メール hojin@toriho.com　ホームページ toriho.com
ご意見・ご要望をお寄せください

会社名 代表者 業種
《 南支部 》
㈱はなまるりんく 山本 　学 福祉事業
㈱Monolink Company 山本 　学 機械部品製造
㈱M＆M 元村 光男 保険代理業
《 北支部 》
司法書士 山根事務所 山根 美明 司法書士事務所
早島設備㈲ 早島 岳大 管工事
銀の器　喫茶 山根 　正 飲食業
㈲米原重機 米原 正明 建設業
㈲ロマン観光 大西 正宏 飲食業
間乃工業 間﨑志乃夫 建設業
《 湖南支部 》
㈲エスジーシステム 濱本 昭吾 土木工事
リバードペット㈱ 川口 大輔 製造販売
東京ダイワ㈱ 川口 大輔 製造販売

新入会員（18社）27.3.1 ～ 8.31

会社名 代表者 業種
《 湖東支部 》
㈱インフロー 濱本 浩二 広告代理店業
㈱真心堂 諸寄 英久 小売業
合同会社 夢伝人 田中 　進 介護事業
《 桜ヶ丘支部 》
㈲アド電機 山本満智子 製造業
《 気高支部 》
㈱マネジメント・オブ・アーツ 小村みなみ イベント業
《 八頭東支部 》
モリシタ電工㈱ 森下 　操 電気工事

（敬称略）

≪青年部会≫
　企業にとって、次代を担う後継者の育成は大きな課題
です。
　青年部会では、若手経営者が将来に向けて活躍する為
の研修会や様々な行事を開催しています。地域社会貢献
活動や租税教育活動においては、その企画力・行動力が
大きな役割を果たしています。
●部会員数：61名（Ｈ27．８月末現在）
●入会資格：鳥取法人会会員企業の経営者、
　　　　　　並びに幹部有志
　　　　　　またはそこに勤務する社員で50歳未満の方
●主な活動：会員交流会・講演会聴講・全国青年の集い
　　　　　参加・租税教育活動・税務研修会・家族交
　　　　　流会　他

≪女性部会≫
　社会や企業における女性の役割は大きなものとなっ
ています。女性特有のきめ細やかさや優しさを活かし
た女性部会の活動は、地域社会貢献活動や租税教育活
動でも中心的な役割を担っており、社会に大きく貢献
しています。
●部会員数：42名（Ｈ27．８月末現在）
●入会資格：鳥取法人会会員企業の女性経営者
　　　　　　または代表者、役員及び代表者の配偶者
●主な活動：会員交流会・講演会聴講・企業視察研修・

全国女性フォーラム参加・租税教育活動・
税務研修会　他

☆　 青年部会・女性部会への新入会員も募集しております　☆

会費の納入は便利な口座振替をおすすめします！
　口座振替をご利用いただきますと、ご指定の預金口座から年会費が自動的に振替（支払い）られ、とても便利です。
納付の都度、金融機関にお出かけいただく必要がなく、お支払いの手間が省けます。振込手数料もかかりません。
１.口座振替の開始時期　　　
　今年度お申込みいただきますと、来年度からの引き落としとなります。　　　　　　　
　毎年７月10日が引き落とし日です。
２.お申込み方法
　鳥取法人会事務局（℡：（0857）27-1604）へご連絡ください。
　預金口座振替依頼書をお送りいたしますので、ご記入の上、事務局宛にご返送ください。　
　以上でお手続きは完了です。ご連絡をお待ちしております。　　　　
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年月 事業・研修会 等 役員会・委員会 等 その他

27.11

年末調整説明会　　　　（11/11.12.17.18）
第２回 新設法人説明会（11/13）
第３回 法人税務説明会 ≪10・11・12月決算会社≫

（下旬）
第８回「キッズカフェ」（11/23）
パソコン講座⑤
青年部会定例会
女性部会視察研修（11/10）

青年部会役員会  　　 青年の集い茨城大会（11/20）

　12
青年部会クリスマス家族会（12/4）
「租税教室」開始　講師派遣
「税に関する絵はがきコンクール」募集開始
パソコン講座⑥

青年部会役員会 全法連「ほうじん」
県連会報「県連通信」発送（下旬）

　　
28.1

女性部会定例会　　　（中旬）
青年部会定例会　　　（中旬）
イータックス研修会　（下旬）

青年部会役員会  
第２回 広報委員会

　　2 
第４回 法人税務説明会 ≪1・2月決算会社≫

（上旬）
支部合同研修会　　　（中旬）
「税に関する絵はがきコンクール」選考会・表彰式

青年部会役員会

　　3
青年部会定例会　
女性部会定例会
第５回 法人税務説明会 ≪3月決算会社≫（下旬）
第２回 献血ボランティア

青年部会役員会      　
女性部会役員会
研修委員会　　（上旬）
総務委員会　　　  
第３回 理事会

第２回 会報発行
法人会会報「法人とっとり」
全法連「ほうじん」発送（下旬）

　皆様、はじめまして。この度から広報委員会に参加させ
ていただくことになりました中井と申します。日頃は、主
に法人会青年部会で活動しております。どうぞ宜しくお願
いします。
　ネタは何でもいいよとの事でしたので、毎年、視察と親
睦をかねて実施している青年部会の研修旅行についてお話
いたします。近年、東京・沖縄と行き先は様々ですが、で
きるだけ普通には経験出来ないことを会のコネクションを
最大限に利用して体験しようというのがコンセプトです。
　昨年は５月に東京でしたが、研修先は日本テレビ内のス
タジオ見学ツアーや東京ドームの放送席などVIPルーム、
さらには自民党本部へ行き石破大臣と短い間でしたがお話

することもでき、とても内容の濃いものになりました。また、
視察だけではなくグルメの旅として一度は行ってみたい有
名店へ足を運び、「百見は一味に如かず」を経験しています。
　今年の沖縄研修旅行へは私は残念ながら参加できません
でしたが、ここでもいろいろな体験をしたようで一皮も二
皮もむけ大きく成長して帰ってきたと聞いております。
　親会の皆様、ぜひ次代を担うエースをまずは青年部会に
入会させていただけたらと思います。研修旅行以外にもタ
メになることをいっぱい企画しております。来る平成30年
の全国大会では青年部会が実働部隊として活躍することと
なりますので、会員増強のご協力、よろしくお願いします！
 広報委員　中井 史生　

年月 事業・研修会 等 役員会・委員会 等

　皆様、はじめまして。この度から広報委員会に参加させ
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 広報委員　中井 史生　

法人会からのお知らせ （平成27年11月1日～平成28年3月31日まで）

鳥取税務署　人事異動のお知らせ　（平成27.7.10付）

編 集 後 記

官　　職 新　　　任
（前　　　任）

前　　　任
（異 動 先 等）

副 署 長 三 原  勝 利
（広島国税局総務部総務課課長補佐）

沖　博 伸
（広島国税局課税第二部
酒類業調整官（山口派遣））

総務課長 山 田  達 也
（倉吉税務署総務課長）

森 田　武 吉
（東京派遣国税庁監察官）

税務広報広聴官 三 村　泰 輔
（鳥取税務署酒類指導官）

福 原  茂 樹
　（鳥取税務署管理運営第一部門

統括国税徴収官）

法人課税第一部門統括国税調査官
福 田　浩 幸

（広島国税局課税第一部課税総括課
情報技術専門官）

川 谷　暢 之
（米子税務署特別調査官（法人税等））
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《 南支部 》
㈱はなまるりんく 山本 　学 福祉事業
㈱Monolink Company 山本 　学 機械部品製造
㈱M＆M 元村 光男 保険代理業
《 北支部 》
司法書士 山根事務所 山根 美明 司法書士事務所
早島設備㈲ 早島 岳大 管工事
銀の器　喫茶 山根 　正 飲食業
㈲米原重機 米原 正明 建設業
㈲ロマン観光 大西 正宏 飲食業
間乃工業 間﨑志乃夫 建設業
《 湖南支部 》
㈲エスジーシステム 濱本 昭吾 土木工事
リバードペット㈱ 川口 大輔 製造販売
東京ダイワ㈱ 川口 大輔 製造販売

新入会員（18社）27.3.1 ～ 8.31

会社名 代表者 業種
《 湖東支部 》
㈱インフロー 濱本 浩二 広告代理店業
㈱真心堂 諸寄 英久 小売業
合同会社 夢伝人 田中 　進 介護事業
《 桜ヶ丘支部 》
㈲アド電機 山本満智子 製造業
《 気高支部 》
㈱マネジメント・オブ・アーツ 小村みなみ イベント業
《 八頭東支部 》
モリシタ電工㈱ 森下 　操 電気工事

（敬称略）

≪青年部会≫
　企業にとって、次代を担う後継者の育成は大きな課題
です。
　青年部会では、若手経営者が将来に向けて活躍する為
の研修会や様々な行事を開催しています。地域社会貢献
活動や租税教育活動においては、その企画力・行動力が
大きな役割を果たしています。
●部会員数：61名（Ｈ27．８月末現在）
●入会資格：鳥取法人会会員企業の経営者、
　　　　　　並びに幹部有志
　　　　　　またはそこに勤務する社員で50歳未満の方
●主な活動：会員交流会・講演会聴講・全国青年の集い
　　　　　参加・租税教育活動・税務研修会・家族交
　　　　　流会　他

≪女性部会≫
　社会や企業における女性の役割は大きなものとなっ
ています。女性特有のきめ細やかさや優しさを活かし
た女性部会の活動は、地域社会貢献活動や租税教育活
動でも中心的な役割を担っており、社会に大きく貢献
しています。
●部会員数：42名（Ｈ27．８月末現在）
●入会資格：鳥取法人会会員企業の女性経営者
　　　　　　または代表者、役員及び代表者の配偶者
●主な活動：会員交流会・講演会聴講・企業視察研修・

全国女性フォーラム参加・租税教育活動・
税務研修会　他

☆　 青年部会・女性部会への新入会員も募集しております　☆

会費の納入は便利な口座振替をおすすめします！
　口座振替をご利用いただきますと、ご指定の預金口座から年会費が自動的に振替（支払い）られ、とても便利です。
納付の都度、金融機関にお出かけいただく必要がなく、お支払いの手間が省けます。振込手数料もかかりません。
１.口座振替の開始時期　　　
　今年度お申込みいただきますと、来年度からの引き落としとなります。　　　　　　　
　毎年７月10日が引き落とし日です。
２.お申込み方法
　鳥取法人会事務局（℡：（0857）27-1604）へご連絡ください。
　預金口座振替依頼書をお送りいたしますので、ご記入の上、事務局宛にご返送ください。　
　以上でお手続きは完了です。ご連絡をお待ちしております。　　　　
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名店へ足を運び、「百見は一味に如かず」を経験しています。
　今年の沖縄研修旅行へは私は残念ながら参加できません
でしたが、ここでもいろいろな体験をしたようで一皮も二
皮もむけ大きく成長して帰ってきたと聞いております。
　親会の皆様、ぜひ次代を担うエースをまずは青年部会に
入会させていただけたらと思います。研修旅行以外にもタ
メになることをいっぱい企画しております。来る平成30年
の全国大会では青年部会が実働部隊として活躍することと
なりますので、会員増強のご協力、よろしくお願いします！
 広報委員　中井 史生　

法人会からのお知らせ （平成27年11月1日～平成28年3月31日まで）

鳥取税務署　人事異動のお知らせ　（平成27.7.10付）

編 集 後 記

官　　職 新　　　任
（前　　　任）

前　　　任
（異 動 先 等）

副 署 長 三 原  勝 利
（広島国税局総務部総務課課長補佐）

沖　博 伸
（広島国税局課税第二部
酒類業調整官（山口派遣））

総務課長 山 田  達 也
（倉吉税務署総務課長）

森 田　武 吉
（東京派遣国税庁監察官）

税務広報広聴官 三 村　泰 輔
（鳥取税務署酒類指導官）

福 原  茂 樹
　（鳥取税務署管理運営第一部門

統括国税徴収官）

法人課税第一部門統括国税調査官
福 田　浩 幸

（広島国税局課税第一部課税総括課
情報技術専門官）

川 谷　暢 之
（米子税務署特別調査官（法人税等））
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●●支店
〒000-0000　住所住所住所住所住所住所住所住所
TEL.00-0000-0000　FAX.00-0000-0000
（受付時間：午前9時から午後5時まで 土・日・祝日・年末年始を除く）

鳥取支店
〒680-0835　鳥取市東品治町102　鳥取駅前ビル4階
ＴＥＬ：0857-20-0081　ＦＡＸ：0857-20-0085

（受付時間：午前9時から午後5時まで 土・日・祝日・年末年始を除く）


